
第
三
一
九
回
俳
都
松
山
俳
句
ポ
ス
ト 

 

第
三
一
九
回
開
函 

 

「
紅
日
」
主
宰 

 

川
内 

雄
二 

選 

  

特
選
三
句 

 

流
鏑
馬
の
矢
を
射
る
男
児
眉
太
し 

愛
媛
県
新
居
浜
市 
寺
村 

洋
子 

  

坂
の
上
雲
よ
り
白
き
天
守
閣 

 
 

 
 

 

東
京
都
中
央
区 

小
林 

寛 

  

伊
予
簾
ふ
る
さ
と
の
風
創
り
出
す 

 
 

 
 

 

愛
媛
県
松
山
市 

篠
原 

正
史 



入
選
十
九
句 

 
（
市
外
） 

異
国
語
の
あ
ふ
れ
る
駅
舎
つ
ば
め
来
る 

 
 

 
 

愛
媛
県
新
居
浜
市 

米
澤 

賢
子 

洋
館
の
か
わ
ら
大
西
日
に
照
つ
て 

群
馬
県
高
崎
市 

武
藤 

理
央 

黒
松
の
新
芽
の
盛
ん
天
守
閣 

 
 

 
 

 
 

千
葉
県
千
葉
市 

二
神 

雄
太 

不
老
庵
欄
間
を
通
る
風
涼
し 

 
 

 
 

 
 

 

東
京
都
世
田
谷
区 

日
髙 
昇
治 

山
門
に
涼
し
き
風
の
通
り
け
り 

 
 

 
 

山
口
県
山
口
市 

西 

や
す
の
り 

磴
の
ぼ
る
一
歩
一
歩
の
蝉
時
雨 

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市 

西
村 

正
一
郎 

梅
雨
寒
や
足
湯
に
並
ぶ
赤
い
爪 

 
 

 
 

長
野
県
諏
訪
市 

西
川 

恵
美 



階
に
万
の
ふ
し
く
れ
法
師
蝉 

 
 

 
 

京
都
府
京
都
市 

冨
嶋 

大
晃 

新
茶
揉
む
母
の
体
も
茶
の
香
り 

 
 

 
 

 

広
島
県
広
島
市 

塚 

永
行 

入
道
雲
眺
め
て
登
る
城
の
坂 

 
東
京
都
新
宿
区 

澤
田 

現
生 

馬
洗
ふ
先
づ
は
た
て
が
み
解
し
け
り 

神
奈
川
県
横
浜
市 

大
浜 

優
子 

渾
身
の
命
の
叫
び
蝉
の
声 

愛
媛
県
新
居
浜
市 
青
山 

京
子 

（
市
内
） 

竹
灯
籠
明
か
り
ゆ
ら
ゆ
ら
蛍
の
夜 

愛
媛
県
松
山
市 

結
野 

栄
子 

炎
天
下
ひ
と
り
で
ま
い
る
姉
の
墓 

愛
媛
県
松
山
市 

村
井 

美
重
子 

十
薬
を
自
由
に
咲
か
せ
庵
の
庭 

愛
媛
県
松
山
市 

福
山 

み
ど
り 



子
規
も
見
し
ひ
よ
ん
の
緑
蔭
大
き
か
り 

愛
媛
県
松
山
市 

辻󠄀
原 

雅
子 

緑
風
を
一
人
占
め
し
て
弁
天
山 

愛
媛
県
松
山
市 

新
宅 

美
佐
子 

 

（
十
五
歳
以
下
） 

さ
く
ら
ち
る
は
か
な
き
花
の
う
た
げ
か
な 

東
京
都
調
布
市 
山
か
げ 

ま
さ
は
る 

海
の
上
に
ゅ
う
ど
う
雲
が
た
ち
の
ぼ
る 

 
 

 
 

 

愛
媛
県
松
山
市 
村
上 

凛
心 

 

伊
予
灘
も
の
が
た
り
賞 

 

海
光
る
風
光
る
伊
予
灘
も
の
が
た
り 

愛
媛
県
松
山
市 

渡
部 

秀
美   



投
句
総
数 

 

二
、
〇
八
〇
句 

市
外 

 
 

一
、
六
八
三
句 

市
内 

 
 

 
 

三
九
七
句 

投
句
者
総
数 

一
、
二
五
〇
人 

市
外 

 
 

一
、
〇
六
八
人 

市
内 

 
 

 
 

一
八
二
人 

 

開 

函 

日  
 

令
和
七
年
八
月
三
十
一
日 


